
 令和６年度生涯学習関連施策の成果と課題 

（北海道生成 AIサービス利用規程に基づき、成果と課題をリスト化） 

■ 主な成果 

• 参加者の拡大・多様化：講座やイベントへの参加者数が増加し、社会人・学生・高

齢者など多世代に広がっている。 

• オンライン活用の推進：オンライン配信によりアクセス数が向上し、遠隔地や時間

的制約のある人にも学習機会が提供されている。 

• 国際交流・地域連携の充実：ALTや CIRの活用、日本語教育支援など、国際理解や

多文化共生の推進が図られている。 

• 学習成果の定着：長期的な講座や体系的なカリキュラムの導入により、学習の継続

や地域活動への発展がみられる。 

■ 主な課題 

• 参加者層の偏り：特定の年齢層や関心層への偏りがあり、若年層や就労世代の参加

が伸び悩む。 

• 継続的な支援体制の構築：単発事業で終わるケースが多く、フォローアップやネッ

トワークづくりが十分でない。 

• 人材不足と育成：地域を支える指導者やファシリテーターの確保・育成が困難。 

• デジタル格差対応：オンライン活用の一方で、高齢者など ICTに不慣れな層への支

援が不十分。 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各課から収集したデータを基に課題をグラフ化 課題の選択肢 

1 事業の周知や取組の普及・啓発

2 事業の参加者の確保

3 事業の拡充

4 成果の数値化

5 成果目標の設定

6 関係団体や民間との連携・協働の推進

7 先駆的な取組事例の把握

8 指導者の養成や発掘

9 参加者・利用者満足度の向上

10 関係団体の組織体制の強化や活性化への支援

11 事業の継続性

12 事業や取組の波及性

13 住民の活動機会の確保に向けた環境・条件の整備

14 住民ニーズの把握

15 その他


